日本における「学校の安全・危機」言説の展開 : 「教育と管理」の維持と「専門的事項」の捨象という“枠づけ” by 池田 隆英
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育と管理」から成る “ 全体像の共通性 ” が強調され
ることが多い。これは、学校安全が、学校健康教育
の一環で行われてきたものであり、学校給食や学校
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注）
１　福岡県教育委員会教育長の岡崎林平氏は「災害
による治療費は，殆んどその保護者が負担し，学校
ではその見舞金の捻出に困惑し，ややもすると治療
費の不如意から完全な医療ができないために，児童
生徒が不具，癈疾となることも間々見かけられるこ
とは，教育上ゆるがせにできない問題で，まことに
憂慮にたえません。」と述べている。1956（昭和 31）
年には，学校保健会によって「学校管理下における
児童生徒の事故・災害の調査」の結果が公表され，
想像以上の件数に及ぶことがわかり，関係者が衝撃
をうけたと記されている。
２　「直接的問題」とは，つぎの８つであり，すべ
て深刻な課題である。①給付財源が保護者負担を中
心とした共済掛金である，②加入契約が学校と安全
会で行われ個人請求ではない，③安全会への加入が
任意のため全員が救済・補償されない，④医療費の
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支出が完全支出でなく年限で打ち切りとなる，⑤廃
疾や死亡への給付金はいわゆる見舞金であり少額で
ある，⑥安全会による給付は「学校管理下の災害」
に限られる，⑦学校による申請であるため事務作業
が養護教諭に集中する，⑧特殊法人のため救済制度
上の行政組織たりえない。
３　すでに，関連する論考や資料を入手し，学会で
の発表を終えており，論文として執筆中である。
